
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 子育て世代包括支援センター 2 2

02 地域医療連携推進事業 1 1

03 要支援児童への対応 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 保育サービス充実事業 3 3

02 地域子育て推進事業 2 2

03 子育て家庭への支援 1 1

04 放課後児童対策事業 1 1

05 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

・第2期子ども・子育て支援事業計画の策定
・中里子育てサロンの開設及び子育てサロン・一時預かり事業の民間委託開始
・民間学童保育所「中里キッズクラブ」の開所
・認可保育所「みちる愛児園中里ナーサリー」の開所
・幼児教育・保育の無償化の開始

課　題

①保育士、学童の支援員、ファミサポのまかせて会員の確保

改善点（課題番号に対応）

①保育士等の確保方策の検討

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

・母子保健事業と児童相談を「にのはぐ」で実施し、切れ目のない支援や早期対応を行っ
た。

課　題

①児童相談や発達相談など長期に渡り関わりを持つケースが増えている。
②発達支援事業など多様化するニーズへの対応。

改善点（課題番号に対応）

①専門職の配置体制の検討
②早期療育や相談支援の検討

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（令和元年度実績）

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶え、子育てを楽しめる環境をつくる

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

達成状況に関する分析

　待機児童は平成31年4月時点で0人となったものの、令和2年4月には2人となり、目標値
を達成できなかったことから、更なる取り組みが必要である。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

　子育て世代包括支援センター「にのはぐ」における母子保健事業や児童相談により、妊
娠、出産から育児期まで、切れ目のない支援を進めることができた。

説明

　民間保育所や民間学童保育所の開設、子育てサロンや一時預かりの民間委託、幼児教
育・保育の無償化など子育て環境の整備を推進した。

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり

目標値

10人 5人 １人 0人 2人 0人

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

　目標値は達成したものの、年少人口割合は少子高齢化の中で減少傾向であり、継続した
取り組みが必要である。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

待機児童数

目標値

10.7% 10.8% 10.7% 10.5% 10.5% 10.2%

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

　町民の評価は上昇したものの、目標値には届いていないことから、引き続き取り組みが
必要である。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

年少人口割合

施策主管部長 健康福祉部長

重要業績評価指標
（KPI）について

子育て環境に対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 R1 目標値

0.18
0.30

H29ｱﾝｹｰﾄ

0.21

H30ｱﾝｹｰﾄ

0.00

H31ｱﾝｹｰﾄ

0.25

R2ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

事業効果について

　施策「子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない
支援と環境づくり」について、目標達成に向けた進捗は概ね順調ではあるが、さらなる推
進のためには、一部、施策を改善する必要がある。
　KPIは目標値を達成しなかったものの、学童や保育所などの取り組みの進展は確認でき
るため、一定の評価ができる。ただし、KPIの数値や取り組みの課題を多角的に分析し、
課題に対する明確な解決策を打ち出す必要がある。
　子育て環境の充実は若い世代への有効な施策になるため、関係者との連携・協力により
支援体制を強化し、切れ目のない支援を継続する必要がある。また、支援やサービスを必
要とする保護者に支援が行き渡るように、情報提供をきめ細やかに行うことが重要であ
る。
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